
 

 

 

 

 

 

1

 ニッポン・ニュー・マーケット－「ヘラクレス」  
 

2006 年９月 19 日 
各  位 
 

東京都品川区南大井六丁目 25 番 3 号 
日本通信株式会社 

代表取締役社長 三田 聖二 
（コード番号：9424） 

問合せ先 常務取締役 CFO 福田 尚久 
電話 03－5767－9100（代表） 

 
 

当社子会社のアレクセオ・ジャパン株式会社による 
パソコン利用者のための組み込み型ネットワーク不正侵入防御システム「パーソナル IPS」発売

のお知らせ 
 

 
当社の連結子会社であるアレクセオ・ジャパン株式会社（本社：東京都品川区、取締役社長：藤

澤政隆、以下「アレクセオ」という）は、パソコン利用者のためのネットワーク不正侵入防御シ

ステム「パーソナル IPS」を 2006 年 10 月から発売いたします。 
本商品の価格はオープンプライス（想定実勢価格 160,000 円前後）です。 
 
ネットワーク不正侵入防御システム（Intrusion Prevention System、以下「IPS」という）は、

従来、ウィルス対策ソフトやファイアーウォールだけでは対応できない攻撃から守るために、企

業ネットワーク内部に設置して使用されてきました。個人の自宅にブロードバンドが普及するな

ど、インターネットの活用が広がっていますが、企業ネットワークの外にあるパソコンをインタ

ーネットの攻撃から防御する手段は、従来、確立されていませんでした。 
 
パーソナル IPS は、インターネット・セキュリティの先進国である米国の情報セキュリティ専門

誌 SC Magazine 誌で高い評価*1 を得ているアレクセオ・コーポレーション（当社連結子会社、本

社：米国アラバマ州、以下「アレクセオ社」という）の小型 IPS をパソコンに組み込めるように

設計した、パソコン自体を守る専用 IPS です。アレクセオ社の IPS 技術を活用した「安心インタ

ーネット」ファミリー商品の一つです。 
 
本商品は、パーソナル IPS カードを鍵として用い、パソコンのカードスロットに挿入された状態

であれば、いつでも IPS が機能するように設計した商品です。 
 
特別な設定は一切不要で、付属のソフトウェアをパソコンにインストールし、パーソナル IPS カ

ードをパソコンのカードスロットに差し込むだけで、IPS 機能が有効になります。アノーマリ、

ビヘイビア分析に基づく検知エンジンおよびアンチ・ポートスキャニング技術を実装しているの

で、ウィルス対策ソフトなどでは防げない不正アクセス、ワームなどの攻撃を未然に防ぐことが

できます。IPS 機能が、不正なパケットをブロックしている時には、ソフトウェア上のアレクセ

オのロゴが点滅してお知らせします。 
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ポータブルタイプの IPS として、社内や自宅でのインターネット接続時はもちろん、出張先ホテ

ルのブロードバンド、公衆無線 LAN スポットでも、いつでもどこでもご利用いただけます。 
 
本商品には、1 年間使い放題の PHS データ通信が含まれています。これは、有線系のインターネ

ット通信と異なり、従来脆弱であったワイヤレスインターネット通信のセキュリティを強化する

狙いからです。この機能を使うことにより、外出先でも、追加費用を払わずに、モバイルインタ

ーネット IPS を活用していただくことができます。1 年間経過後、更新ライセンスを購入するだ

けで、引き続きお使いいただくこともできます。IPS 機能には、期間の制限はありません。1 年

間経過後も、パーソナル IPS カードをパソコンに差し込んでおくだけで、IPS 機能を有効にお使

いいただけます。 
 
当社 執行役員 グループエグゼクティブ 田島淳は、次のとおりコメントしています。 
「通常、攻撃者は不正アクセスやワームの拡散前に、ポートスキャンなどの偵察行為（ネットワ

ーク脆弱性などの情報収集）を行います。アレクセオ社は、この偵察行為の段階で攻撃を断念さ

せる優れた技術を有しています。今後も、日本通信グループとして、この技術を活用した安心イ

ンターネットファミリー商品を開発し、発売していく予定です。ご期待ください。」 
 
パーソナル IPS は、パソコン自体を守る IPS として、会社のノートパソコンを自宅や出張先のネ

ットワーク環境で使用するビジネスパーソンや、重要な情報をパソコンに保有するパソコン利用

者、さらに個人でインターネット・バンキングやトレーディング、オークションなどを利用する

方々を広く対象とした商品です。 
 
＜IPS について＞ 
IPS とは、インターネットプロトコルの盲点をついて不正侵入しようとする攻撃を防御するため

のシステムです。インターネットの脅威が複雑化・高度化した現在、ウィルス対策ソフトやファ

イアーウォールだけでは対応できない攻撃を未然に防ぐ IPS への関心が急速に高まっていますが、

従来の商品は、かなり高価（例えば中級機種では 300 万円程度（米国市場平均値））でした。日

本通信株式会社が 2006 年 6 月 6 日に発表した Ally ip100 は、最大ネットワーク速度が 100Mbps
であることを除けば、上位機種の機能をそのまま実現した低価格モデルです。Ally ip100 は、ネ

ットワークの経路上に設置する商品ですが、今回発売するパーソナル IPS は、この Ally ip100 と

同様の機能をパソコンに組み込めるように設計した、パソコン自体を守る専用 IPS です。 
 
*1 RSA Conference 2005 では Best of Show Impact Award、SC Magazine 誌では Best Buy、そのほか情報セキュリテ

ィ各誌で Editors Choice を受賞しています。 
 

■パーソナル IPS に関する詳細は以下の URL をご参照ください。 
http://www.arxceo.co.jp/  （開設予定：2006 年 9 月 20 日頃） 
  
■お客様からのお問合わせ先 
アレクセオ・ジャパン株式会社  
TEL:03-5767-9406 
 
■アレクセオ・ジャパン株式会社（http://www.arxceo.co.jp/） 
代表者：取締役社長 藤澤 政隆 
所在地：東京都品川区南大井 6-25-3 
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資本金：5,000 万円 
設立：2006 年 8 月 24 日 
事業内容：ネットワーク・セキュリティに関するソリューションの開発・販売 
  
■日本通信株式会社 会社概要 
社名： 日本通信株式会社（大証ヘラクレス市場：9424） 
代表者： 三田 聖二（代表取締役社長） 
資本金： 2,272 百万円（2006 年 8 月 31 日現在） 
設立： 1996 年 5 月 24 日 
事業内容： ●日本初の MVNO（Mobile Virtual Network Operator=仮想移動体通信事業者） 

●「インフィニティ・ケア」をサービスコンセプトにした End to End のワイヤレ

ス・データ通信サービスを法人向けに提供 
●「どこでもインターネット通信電池」をコンセプトにしたワイヤレス・インター

ネット接続商品をコンシューマ向けに提供 
●ユビキタス社会を実現する「通信電池」を提供、また、新しい通信サービスを各

企業と共同で開発 
 
b-mobile、InfinityCare 及び通信電池は日本通信株式会社の登録商標です。文中の社名、商品名は、各社の商標または

登録商標です。 
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別紙 
■商品写真 

      
 
「パーソナル IPS カード」 
 
■主な特長 
・ パソコン組込み型の本格 IPS です。技術的性能に優れているだけでなく、使いやすさや価格

の面でも卓越した特長を有しています。 

・ 既存ネットワークの設定を変更することなく利用できます。また、パターンマッチング方式の

シグネチャ型 IPS とは異なるため、データベースを更新する必要がなく、導入後の運用の手

間が省けます。 
・ アノーマリ型の検知エンジンを基盤としたアレクセオ独自の優れた IPS 技術により、ゼロ・デ

イ攻撃や、ポートスキャンなどの偵察行為をリアルタイムに阻止します。また、悪意あるなり

すましサイトへの誘導や DNS キャッシュポイズニングや DNS の隠れトンネリングによるデ

ータ漏洩を防止します。 
・ ウィルス対策ソフトやファイヤーウォールだけでは対処できないセキュリティホールをつい

た攻撃や DoS 攻撃（DDoS などの類似攻撃を含む）にも対応し、セキュリティを強化するこ

とができます。 
・ PHS データ通信が 1 年間使い放題で利用でき、追加購入を行わずに、外出先でもインターネ

ット接続ができます 
 
■主なパッケージ内容 
・パーソナル IPS カード（PHS データ通信カード、Compact Flash Type I Extended 準拠） 
・PC カードアダプター 
・IPS およびネットワーク制御ソフトウェア 
・1 年（365 日）間使い放題の PHS データ通信料およびインターネット接続料* 
・ステップガイド 
*PHS 利用日数 2 日間と交換で、公衆無線 LAN スポットを利用することが可能です。 

 
■動作環境 
OS：Windows XP Professional Service Pack 2 
CPU：Pentium M 900MHz 以上 
RAM（メモリー）：256MB 以上 
ハードディスク： 80MB 以上の空き容量（インストール時） 
カードスロット：PCMCIA カードスロットまたは CF カードスロットが１ヶ所以上 
 
 
通信には、日本通信株式会社が提供するマルチリンク方式の PHS データ通信サービスおよび公衆無線 LAN スポット b
スポットを利用しています。詳細はこちらをご参照ください（ http://www.bmobile.ne.jp/ ）。商品の仕様、価格、発

売時期は予告なく変更する場合があります。 

不正パケットのブロ

ック時には、アレクセ

オのロゴが点滅 

↑様々なネットワークに対応する 
「パーソナル IPS ソフトウェア」のタスクバー 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


